
令和５年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

Ｎｏ 交付対象事業の名称
所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業
始期

事業
終期

総事業費
交付金充当

経費
効果検証

1
真狩村低所得世帯支援給付金事
業【低所得者世帯給付金】

住民課福祉係

①コロナ禍における物価高騰の影響を受け、負担感が大きい低所
得世帯への負担の軽減を図ることを目的に住民税非課税世帯を対
象に給付金を支給する。
②給付金
③給付金 292世帯×30,000円＝8,760千円
④令和５年度分の市町村民税均等割が非課税である世帯

R5.7.3 R5.10.31 8,760,000 8,760,000
住民税非課税世帯に給付金を支給する
ことで物価高騰の負担軽減が図られ
た。

2
真狩村低所得世帯支援給付金事
業（事務費）

住民課福祉係

①コロナ禍における物価高騰の影響を受け、負担感が大きい低所
得世帯への負担の軽減を図ることを目的に住民税非課税世帯を対
象に給付金を支給する。
②給付金
③事務費 730千円
以下内訳
・人件費（会計年度任用職員分及び職員時間外勤務手当）　
274,494円
・消耗品費　201,210円
・役務費　56,296円
・システム改修費　198,000円
④令和５年度分の市町村民税均等割が非課税である世帯

R5.7.3 R6.2.8 730,000 730,000
低所得世帯支援給付金支給事務が円
滑に行えた。
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7
真狩村畜産業物価高騰対策支援
事業

産業課畜産林務係

①コロナ禍における物価高騰の影響を受け、資材等の価格の高騰
による畜産経営への影響を緩和し、安定的かつ継続的な畜産経営
を推進するため、村内の畜産業を営む者を対象に補助金を給付す
る。
②補助金
③配合飼料　3,000円／トン（上限150千円／件）1,890千円
　乳用牛・肉用牛　3,000円／頭（上限300千円／件）2,469千円
　豚　1,000円／頭（上限300千円／件）600千円
　合計4,959千円
④村内の畜産業を営む個人または事業者 14件

R5.11.1 R5.12.18 4,959,000 4,800,000
畜産業の安定及び継続経営が図られ
た。

8
真狩村化学肥料価格高騰対策支
援事業

産業課農政係

①コロナ禍における物価高騰の影響を受ける中、国が実施する化
学肥料の２割低減に向けた取組の定着のための国内資源を活用
した肥料価格の支援事業を補うことを目的に、化学肥料等の価格
の高騰により厳しい経営状況にある村内の農業者に対し、補助金
を給付する。
②補助金
③平均交付額約21,053円（国事業の支援金交付額の5%以内（上限
40千円））×対象農業者95件≒2,000千円（総事業費限度額）
④村内農業者（国事業対象者）

R6.2.14 R6.3.28 2,000,000 2,000,000
化学肥料高を受ける農業者に対し、補
助することで、安定及び継続経営が図ら
れた。



9 水道料金減免事業 建設課上下水道係

①コロナ禍において原油価格・物価高騰の影響により生活コストが
増加していることから、生活者の負担軽減のため、水道料金の基
本料（公共施設を除く）を減免する。
②簡易水道事業特別会計へ繰り出し、減免分を対象経費とする。
③1,360円×981件×6カ月　合計8,005千円
④村民

R5.9.1 R6.2.29 8,004,960 8,001,000
物価高の影響を受ける村民の負担軽減
を図り、安定的な生活が図られた。

10 食料品高騰対応給食費減免事業
教育委員会学校教育

係

①コロナ禍において食料品等の物価高騰の影響により生活コスト
が増加している子育て世帯の負担軽減のため、給食費を減免す
る。
②小中学校の給食費無償化に係る費用（一般会計に充当）
③真狩小＠4,100円×87人×6カ月＝2,140,200円
　真狩中１・２年生＠4,900円×28人×6カ月＝823,200円
　真狩中３年生＠4,650円×17人×6カ月＝474,300円
　合計3,437,700円
（不登校給食未提供分）
　真狩小＠4,100円×2人×6カ月＝△49,200円
　真狩中＠4,900円×1人×6カ月＝△29,400円
　真狩中＠4,900円×1人×5カ月＝△24,500円
　合計△103,100円
④　給付対象者

R5.10.1 R6.3.29 3,334,600 3,000,000
物価高の影響を受ける子育て世帯の負
担軽減が図られた。
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13 学校保健特別対策事業費補助金
教育委員会学校教育

係

①コロナ禍において窓開けを行うと夏季の気温が高い日には教室
内に暖かい外気が入り込み、また冬季には冷気が入り込み、適切
な学習環境を維持できないためウインドウエアコンを設置して適切
な学習環境を維持することで窓開けによる効果的な換気を実施す
る。また、CO2モニターを設置し、適切な二酸化炭素濃度を計測し、
換気対策を行うとともに学習維持させる。
②ウインドウエアコン設置費、CO2モニター購入
③ウインドウエアコン（コロナCW-FA1824R）83,314円×13台、CO2
モニター（キングジムCD10）28,875円×1台
④真狩小学校、真狩中学校、真狩高等学校

R6.1.12 R6.3.19 1,111,957 553,000
小学校、中学校及び高校の学習環境の
維持が図られた。


